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5. 第 76 次・第 77 次航海報告（Report on the 76th and the 77th Cruise） 
5.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
第 76 次・第 77 次航海の平成 20 年度乗船漁業実習Ⅳは、東京海洋大学海洋科学部 4
年次生 15 名が乗船し、平成 20 年 12 月 20 日から平成 21 年 3 月 19 日までの 3 ヶ月間実施
された。 
乗船直後の 12 月 22 日から 12 月 24 日には訓練航海を実施し、東京湾で防火・退船部
署等の訓練やマグネットコンパスの自差測定を行った。平成 20 年 1 月 21 日から 2 月 25
日まで第 76 次長期航海を実施、3 月 3 日から 3 月 9 日まで第 77 次航海を実施した。第 76








マグロ延縄操業実習では、北緯 2 度、東経 130 度付近で 1 月 30 日から 2 月 6 日まで
の 7 日間、枝縄 6 本付け 100 鉢で実施した。投縄では鳥類保護のためのトリポール、ウミ
ガメの飲み込み防止用のねむり針を使用した。餌深度は、短縮率 0.78-0.93（平均 0.86）か
ら主として水深 35～78m であった。操業前後に XBT 及び CTD 観測を実施して餌設定水深
での水温は 25～27℃と高温の海域であった。潮流（Fig. 5-1 に示す）は、表層が北北東、
中層（75 m）が北東又は南東、深層（150 m）では東北東であり、操業後半における潮流
の流向は深さによって右寄りであった。漁獲は、メバチマグロ（オスのみで平均の尾叉長
131.4 cm 体高 34.0 cm 体幅 26.4 cm 体重 48.4 kg）、キハダ（メスのみで平均の尾叉長 47.1 cm 
体高 25.3 cm 体幅 18.9 cm 体重 16.9 kg）、クロカワカジキ（オスのみで平均の尾叉長 174.6 cm 
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体高 34.3 cm 体幅 21.4 cm 体重 61.5 kg）であった。漁獲された魚種別の体長体重図を Fig. 5-2
に示す。 
 
Fig. 5-1 漁場における潮流 
（青色ベクトル：表層、紺色ベクトル：中層 75m、赤色ベクトル：深層 150m） 
 
Fig. 5-2 漁獲された魚種別の体長体重図 
（△：メバチマグロ、◇：キハダ、○：クロカワカジキ） 
 - 30 -
航海日程（Cruise  Itineraries） 
Table 5-1 第 76 次航海（The 76th cruise） 
Port Distance (miles) Arrival Date Departure Date 
  Tokyo   Jan.21,2009 
2245.9 
Jan.31,2009  




0.1  Malakal 
Feb.13,2009 Feb.16,2009 
1751.3  
Urayasu Feb.23,2009 Feb.25,2009 
10.8 
Tokyo  Feb.25,2009  
Total Distance 5412.7   
 
Table 5-2 第 77 次航海（The 77th cruise） 
Port Distance (miles) Arrival Date Departure Date 
  Tokyo   Mar.3,2009 
9.2 
Urayasu Mar.3,2009 Mar.4,2009 
17.6 
Yokohama Mar.4,2009 Mar.9,2009 
26.2 
Tokyo  Mar.9,2009  
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5.3 航跡図（Track Chart） 
Fig. 5-3 76 次航海 (The 76th Cruise) 
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5.4  航海撮要日誌 (Abstract Log) 
Table 5-3 航海撮要日誌 (Abstract Log) 
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5.5 観測野帳 (Observation Sheet) 
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